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■ 聖週間の典礼
受難の主日（枝の主日）
３月28日（日）11時30分ミサ
　ラファエル梅村昌弘司教主司式による受難の主
日ミサが執り行われましたが、新型コロナウイルス
感染症対策のため、参加した信徒による枝を掲げて
の行列は行われませんでした。

梅村司教説教（要旨）
　イエスの受難をめぐって最近つくづく思うこと
があります。それは、受難物語をとおして登場人物
のそれぞれの人間性が見事にあぶり出されている
ということです。イエスに付き従い、身近にいた弟
子たちは、イエスを見限り、裏切ります。「奈落の
底までついて行くぞ」と言わんばかりだったペトロ
などは３回にもわたって「反逆行為」に及び、保身
に走ります。イエスのエルサレム入城を大歓迎した
群衆は、心変わりをいとも簡単にやってのけ、一転
してイエスをなぶりものにし「十字架につけろ」と
はやしたてます。ファリサイ派の人々、長老、祭司長、
律法学者らの心の中にあったのは、ねたみや嫉妬
です。自分たちの社会的地位を脅かすようなことは
見逃しません。既得権を奪うようなことは決して許
しません。容赦なく排除します。いつの時代、どこ
の社会にあっても見られる人間のあさましさです。
回心が呼びかけられている四旬節にあって、彼らと
自分自身を照らし合わせることが必要ではないで
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しょうか。四旬節中のミサの第二の叙唱では次のよ
うに言われています。「聖なる父よ、あなたは信じ
る民の回心を望み、この恵みの時をお定めになり、
過ぎ行く、この世にあるわたしたちが心のおごりを
捨て、永遠に変わることのないものを求めるよう導
かれます。」
　「美しや障子の穴の天の川」という小林一茶の句
があります。小林一茶の目は、破れ障子を突き抜け
て天に向かっています。極貧にあって何という心の
豊かさでしょう。イエスを死に追いやった人々と自
分自身を重ね合わせることは、自らの回心のために
大切だと今しがた申しましたが、実はわたしたち自
身が破れ障子なのではないかと思います。しかし、
大方のわたしたちは、おのれの穴を見ようとしませ
ん。自分の罪、弱さ、みじめさを認めない。認めた
くない。しかし、障子の穴から目をそらす限り天の
川は見えてきません。その逆に穴だけを見ていて
は、その先が見えません。つまり、自らの罪、弱さ、
みじめさをきちんと見つめることなしに、それらを
突き抜けたところに果てしなく広がる神の豊かな
世界を見ることはできないということです。そのこ
とをしっかりとまずは自覚しなければなりません。
　受難の主日の典礼をもってわたしたちに促されて
いることは、まさにそのことです。そしてそれは「受
難と十字架上の死」と「復活」を決して切り離すこ
とができないということでもあります。わたしたち
自身がイエスとともに受難と死を経験しなければ

「神殿を打ち倒し三日で立て直して見せる」とおっ
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しゃったイエスご自身の復活のいのちにあずかるこ
とはできません。パウロの言葉を思い起こしましょ
う。「あなたがたは知らないのですか。イエス・キリ
ストに結ばれるために洗礼を受けた、わたしたちが
皆、また、その死にあずかるために洗礼を受けたこ
とを。わたしたちは洗礼によってキリストとともに
葬られ、その死にあずかる者となりました。それは、
キリストが御父の栄光によって死者の中から復活さ
せられたように、わたしたちも新しい命にいきるた
めなのです。」（ローマの信徒への手紙６章３－４節）

■ 復活徹夜祭　４月３日（土）19時ミサ
　梅村司教主司式による復活徹夜祭ミサが執り行
われ、入信の秘跡により19人が洗礼を受け、その他
１人が改宗のお恵みをいただきました。

鈴木真主任司祭説教
　改めて、皆さんご復活おめでとうございます。
昨年は、聖週間に入ると同時に緊急事態宣言が出さ
れて、復活徹夜祭で入信の秘跡が行えませんでし
た。今年は、こうして無事に行えることを本当にう
れしく思います。
　ここ山手にいると、毎年たくさんの受洗者を迎え
られて、本当に大きな恵みを感じます。特に、昨年
からのコロナ禍で、多くの小教区で入門講座ができ
ず、入信の秘跡が行えない教会も多い、と聞きまし
た。そのような中で、山手では、こうして多くの受
洗者を迎えることができたことに、本当に感謝した
いと思います。
　加えて、毎年、なぜ復活徹夜祭で入信の秘跡が行
われるのか、その意味を深く感じてもいます。わた
したちの信仰の土台となるのは、「呼ばれる」とい
うことです。何かの折に話しているように、「教会」
と訳された元の言葉〈エクレシア〉は“呼ばれた者
の集まり”という意味です。きょうの福音の箇所も
そうですが、復活されたイエスは、必ずイエスの方
から弟子たちに現れてくださいます。つまり、「わ
たしたちが」ではなく、「神さまが」、いつも先に呼
ばれている。そのこと自体が、まさに「キリストの
復活」と言っても過言ではないでしょう。そして、
わたしたちは「呼ばれている」ことに気付くときが
必ずあります。
　わたしは幼児洗礼者で、気が付いたら教会にい
て、気が付いたら教会で遊んでおり、さらに、気が
付いたら教会で育てられていた…という典型的な
ボーン・クリスチャンですが、「呼ばれている」こ
とに気付いたのは大人になってからでした。しか
も、それに気付く、はるか前から神さまが、さまざ
まな出来事の中で、そして、人との出会いを通して、

「呼ばれていた」ことに気付かされました。

聖週間特別聖歌隊

聖木曜日　主の晩餐の夕べのミサ

聖木曜日　聖体安置式後の祭壇

聖金曜日　主の受難の朗読
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　そして、神さまからの呼びかけは、決して一回限
りではありません。わたしたちは生きている限り、
生涯、神さまに「呼ばれ」続けている存在です。
きょう受洗される皆さんは、そのような神さまか
らの呼びかけに、自ら応えられる、言わば「節目」
を迎えられました。今年も、神さまから頂く大きな
恵みを共に分かち合いながら、「呼ばれた」者同士、
これからも、キリストの弟子としての道を共に歩ん
で参りたいと思います。




